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「まぐね」創刊にあたって

日本応用磁気学会の新しい会報誌「まぐね」をお届けします．

すでに学会誌等でご報告させていただいていますが， 2006年1

月より学会誌を，学術論文を対象とする論文誌「日本応用磁気学

会誌：英文名称Journalof The Magnetics Society of Japan」

と，解説， トピックス，連載講座，あるいは会員への連絡事項な

どを掲載する会報「まぐね：英文名称MagneticsJapan」に分離

いたしました． 編集委員長 二本正昭

ご承知のとおり，本学会では 1977年の学会発足時から日本応用磁気学会誌で学術論文，

解説，トピックスや学会関連情報などを，主として和文での掲載を行ってきました.2001年

からは英文学術論文を掲載するために英論文誌（Transactionsof The Magnetics Society 

of Japan）を発行しています．これまでの学会誌では，オリ ジナリティーが要求される学術論

文と技術や研究を解説した記事や会員への連絡情報などが混在しています．学会の規模がそ

れほど大きくない場合には， l冊の学会誌に多様な記事が掲載されているのは会員にとって

便利な状況と思われます． しかし応用磁気学会の会員数は設立当時に比べて増大し，研究

活動の幅も急速に広がり，さらにアジア地区の学会との交流なども活発化してきています．

国内外の関連学会でも，多様な記事を一つの会誌に掲載する例は少数となりつつあります．

本学会の発展と国際化の流れなどを踏まえて，学会誌の望ましい姿を編集委員会を中心に議

論を重ねてきましたが，すでにご報告のとおり論文誌と会報に分離することにいたしまし

た．これまでの学会誌の名称と巻・号を，今後，学術論文を対象とした論文誌に号｜き継ぎ，

新たに会報「まぐね」を創刊することにいたしました．学会誌では学術論文の迅速な出版を，

会報では多様化・高度化が急速に進みつつある研究や技術などをわかりやすく解説した記事

を充実させていきたいと考えます．

これまで別間で発行してきました英文論文誌は新しい日本応用磁気学会誌に統合され，新

論文誌では，和文および英文の論文が掲載されます．研究のボーダーレス化の流れを踏まえ

ますと，英文で論文を発表いただくことにより読者層が広がり，引用の機会も拡大すること

になります．将来に向けて英論文投稿が増えることを期待します．論文タイトルやアブスト

ラクトの公開は時代の流れです．本学会も JSTの科学技術情報発信・流通システム（J-

Stage）に参加し最新の学術論文を電子ジャーナルとして公開し始めました．多くの方に本

学会誌の論文を知っていただけると思います．日本応用磁気学会誌のインパクトファクター

の早期取得も目指します．また，論文投稿・査読プロセスの電子化により，従来に比べて投

稿から出版までの時聞が短縮化されつつありますが，今後，本学会の過去出版論文のアーカ

イブ化・電子化を行い，ネットを通してすべての論文の検索・閲覧できるようにし，会員の

利便性を向上させたいと考えます．

会報誌「まぐね」は，応用磁気に関連する重要な情報をわかりやすく記述し，会員にとっ

て気軽に親しみをもってご覧いただけるようにいたしたいと考えます．応用磁気が関与する
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産業分野では，技術の高度化，多様化が急速に拡大しており，技術の流れをとらえることが

必ずしも容易ではなくなりつつあります．「まぐね」では，関連分野や社会動向なども考慮し

て注目すべき研究や技術あるいは技術と社会のかかわりなどを特集テーマとして取り上げま

す．会員外も含めて広範囲かっ適切な方に執筆を依頼し，高度な技術内容を専門が異なる会

員や学生会員にも容易に理解いただけるよう平易な記述をお願いしていきたいと考えます．

また，応用磁気研究のパックボーンとなる重要技術を今後計画的に連載講座として取り上

げ，分野を代表する研究者に，わかりやすく系統的に解説していただきます．研究会や学会

案内などの情報も含め，「まぐねJをご覧いただくことにより，応用磁気が関係する分野の状

況を理解いただけるように努力してまいります．

装いも新たになった論文誌と会報「まぐね」が，会員の皆様の今後の研究と技術開発にま

すますお役に立てることを祈念いたします．
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や平成 17年度 日本応用磁気学会優秀講演賞受賞者修

日本応用磁気学会表彰規程第9条に基づいて，第5回優秀講演賞が次の 26名の方々 （発表！｜国）に授けられ，

賞状が郵送されました．

なお優秀講演賞は学術講演会（第29回）において優秀な講演をされた講演者に与えられる賞で，一般，ポス

ターを問わず，発表の技術内容，表現，質疑応答の優れた講演の中から選出されるものです．

なおえまさゆき

直江正幸 KOA株式会社

19pB・7 「Li-Zn-Cuフェライトの温度センサデバイスへの適用」

奈良高明 東京大学大学院情報理工学系研究科

19pC-2 「MEGにおける複数電流双極子推定の解析解について」

今北健一 （株）アルパック

19aD司4 「Mn-Ru/Co-Fe積層膜の交換磁気異方性に及ぼす基板温度の影響」

なかむらけん じ

中村健二 東北大学大学院工学研究科

19pE-12 「固形磁心のRNAモデルにおける渦電流のモデリング手法」

大塚 勇 エプソンアトミックス株式会社

19pPS-l 「Co基アモルファス粉末成形磁心の磁気特性」

やまぐちたかゆき

山口能将 長崎大学工学部電気電子工学科

19pPS・10 「等方性巨大磁歪材料における軟磁性の結晶粒径依存性」

かかみたけお

加々 美健朗 TDK株式会社

20pA幽l 「次世代TMRヘッドの特性」

前田河稔 東北大学大学院工学研究科

20aC・6 「仙骨部電気刺激用完全埋込素子に関する検討J

原市 聡 産業技術総合研究所

20pD・3 「電子ビーム直接露光プロセスによるナノ磁性接合の作製」

平林浩彰 東海大学大学院工学研究科

20aE-10 「薄鋼板磁気浮上システムにおける永久磁石の最適配置に関する基礎的検討（永久磁石磁場の

相互作用を考慮した考察）」

桜庭裕弥 東北大学大学院工学研究科

20aF-6 「L21構造Co2MnSiを用いた強磁性トンネル接合における磁気抵抗効果」
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（株）日立製作所中央研究所

「RuSi02を用いたCoCrPt-Si02媒体用中間層の薄膜化」

東京工業大学大学院理工学研究科

「Fe-Co-B/Ni-Fe/Si膜における作製方法による磁気異方性の変化」

東北大学大学院工学研究科

「遍歴電子メタ磁性La(FexSi1-xhs化合物におけるランダウ展開係数と磁気エントロビー変

化」

静岡大学工学部

「窒化鉄Fe4Nのスピン偏極伝導の理論的解析」

日本大学大学院理工学研究科

「FePt微粒子上のTbFeCoCGC膜における磁区形状LLGシミュレーション」

東北大学金属材料研究所

「Auナノ粒子を用いたこ重トンネル接合におけるスピン蓄積とトンネル磁気抵抗効果」

物質・材料研究機構

Sm(Co,Cu)5/FeCo exchange spring multilayer films with high energy product 

秋田大学工学資源学部材料工学科

「低ノイズ磁気力顕微鏡の開発：探針冷却による高分解能化」

信州大学

「CoFeB金属磁性膜／ポリイミド誘電体膜積層ハイブリッド薄膜伝送線路デバイスにおける

磁性膜の多層化と膜幅縮小による低損失効果」

産業技術総合研究所

「誘導結合型プラズマによる Ni-Feの反応性イオンエッチング」

大阪大学産業科学研究所

「c軸垂直配向FePdCu規則合金ナノ粒子の極微構造および磁気特性J
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論a説a

科学技術の将来

The Future in Science and Technology 

荒井賢一 東北大学電気通信研究所

K. I. Arai, Tohoku University 

先頃聞かれたある会議で，議論が一段落し緊張がとけた

時，参加した委員の一人から 1編の資料が提出されまし

た．「これは机の中を整理していた時に偶然見つけたもの

で，将来の研究計画を考える際のご参考に」とのことでし

た．この資料は，明治34年（1901年） 1月2日・ 3日の

両日にわたって報知新聞に掲載された記事のコピーで，洋

行帰りのクールメ・大衆作家である村井玄斎という人が「20

世紀の予言」と題して述べた 23項目の予言の内容を書い

たものでした．私はその時まで村上玄斎は無論ですが，そ

んな予言があったことは全く知りませんでした．後で調べ

ましたらこの予言は， 2001年 1月9日に NHKの「とき

めき歴史館」ですでに放送されていたとのことでしたの

で，ご存知の方もおられるかと思し、ます． しかしながらこ

の予言内容は非常に面白いものであり，すでに 21世紀も

数年を経て遅きに失した感はありますが，本稿で述べさせ

ていただきます．

村井玄斎は， 19世紀の世界の進歩を「蒸気力時代」，「電

気力時代」，「人道時代」，「婦人時代」の到来としてとらえ，

この進歩を基盤としその延長上として20世紀の科学技術

の進歩を予言したものです.23の予言項目は全く無秩序

に羅列されたものですが，その想像力の豊かさ，洞察力の

鋭さ，そしてその的中率の高さには全く驚かされました．

私見ではありますが，現時点で的中したと思われる予言は

14項目，一部が現実となったと感じられるものが5項目

です．これら予言のうちで，われわれに関係が深い電気・

通信・情報に関連するいくつかを紹介します．

まず予言の第 1項目には，「無線通信および電話…マル

コニー氏発明の無線通信は，世界諸国に連絡して東京に在

るものが倫敦（ロンドン），紐育（ニューヨーク）にある友

人と自由に対話することを得ベし」と書かれております．

現在，情報通信網は世界中にあまねく張り巡らされ，携帯

電話による国際電話も一般化しています． しかしながらこ

れが予言された 1900年頃を考えてみますと， ヘルツが電

気火花に伴って電磁波が発生することを実証したのが

1888年，マルコニーがイギリスで無線通信実験に成功し

たのが 1895年，そしてドーパー海峡32海里の通信に成

功したのがこの予言の 2年前の 1899年です．フレミング

が検波用の2極真空管を発明したのが 1905年，ドゥ・

フォレが持続発振を可能とする 3極真空管を発明したの
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が1914年です．電磁波発生源としていまだに火花発振器

が使用されていた時代に，このような予言がなされたとは

全く驚くべきこととしか言いようがありません．

予言の第2項目には， 「遠距離の写真…数十年の後， 欧

州の天に戦雲暗潅たることあらん時，東京の新聞記者は編

集局に居ながら，電気力によりて其状況を早取写真となす

ことを得べく，而して其写真は天然色を現象すべし」とあ

ります．この予言は現在カラー写真電送や，カラーテレビ

として実現しています．ちなみにブラウン管の発明が

1897年，世界初のブラウン管による電子式受像実験が浜

松高等工業の高柳健次郎教授によって行われたのが 1926

年， NHKのテレビ放送が開始されたのが 1953年です．

予言の第 10項目には，「人声十里に達す…伝声器の改良

ありて，十里の遠きを隔てたる男女互にえんえんたる情話

をなすことを得べし」とあります．伝声器を電話と考えれ

ば，現在40kmを隔てた男女のラブコールは当たり前の

ことです（しかしながら， 1899年に東京大阪間長距離電

話がすでに開通していたことを考えれば，この伝声器は電

話とは別のものを意味していたのかもしれませんL

予言第 11項目には，「写真電話…電話口には対話者の肖

像現出するの装置あるべし」とあり，現在この予言はテレ

ビ電話，最近では携帯用テレビ電話として実用化されてい

ます．

予言第 13項目にある「電気の世界…薪炭，石炭共に尽

き，電気之に代わりて燃料となるべし」は，石炭資源はま

だ尽きてはいませんが，電気の占める使用比率は増加し，

ほぼ予言は的中していると言えます．

このほかの予言項目にある「暑寒知らず」はエアコン，

「鉄道の速力」は新幹線による高速化，「電気の輸送」は長

距離送電技術の確立ということで実現しています．

これら予言がなされた当時の日本は，日清戦争の講和条

約が調印された5年後であり，ょうやく日本でも紡績業を

中心に産業革命が起こりつつあった時代です．またこの時

代は，八幡製鉄所が設立 (1897年設立，第 l号高炉の火入

れが 1901年）・京都帝国大学が創設 (1897年）され，私

が在職する東北大学が帝国大学として創立される 6年前

で，まさに教育・産業が翠明期を向かえようとしていた時

でした．洋行帰りで西欧の新しい科学技術の情報を肌身で

直接感じてきたとは言え，村井玄斎のこの先見性と発想は
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